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1 下町文化 No.309（2025.5.29発行）

○令和6年度新登録文化財
壁泉／滑台
海苔生産用具及び関連資料

○令和7年度新指定文化財
新大橋親柱

○令和7年度新登録文化財
木工（桶）／石田波郷宅跡

○文化財説明板の紹介
旧渋沢家住宅

○新刊案内
『深川と渋沢栄一』
『江東区文化財研究紀要』第23号
○江東歴史紀行

忍田清宝の「凸凹」文字
○小・中学生版　文化財を考える
「文化財」ってなぁに？

　新大橋東詰南（新大橋1-2）に建っている新大橋の親柱です。
この親柱は、現在の新大橋の先代、明治45年（1912）7月に
架けられた新大橋のものです。右下の絵葉書（江東区教育委員会所蔵）に見られるように、東詰（江東区側）
の南側に建っていた親柱（ 印）にあたります。ちなみに、橋上に掲げられていた橋名板（江東区側）は、
近くの八名川小学校（新大橋3-1-15）で屋外展示されています。親柱の詳細については3頁をご覧ください。

　令和6年度、江東区教育委員会は、区文化財保護審議会
（会長：佐々木正直・群馬県立館林美術館特別館長）の答申を
受け、有形文化財（建造物）2件を登録し、有形民俗文化財1件
について追加登録しました。
　また、区登録有形文化財（建造物）「新大橋親柱」を指定、
無形文化財1件と史跡1件を登録すべきとの答申を受けまし
た。この3件は令和7年5月12日に告示をもって指定・登録さ
れ、登録文化財の総数は1,060件となりました。
　各文化財については、次頁以降でご紹介していますので、
お読みいただければ幸いです。

新
指
定
・
登
録
文
化
財
の
紹
介
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滑す
べ
り

台だ
い�

千
石
２
―
９
―
22　

区
立
川
南
公
園

こ
の
滑
台
は
、
川
南
小
に
隣
接
す
る
川
南

公
園
の
西
端
に
あ
り
ま
す
。
高
さ
が
１・８
ｍ

あ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
り
で
、
滑か

っ

降こ
う

部ぶ

が
左
右
に
伸
び
る
二
連
式
と
な
っ
て
い
ま

す
。
す
べ
る
面
は
人
造
石
研と

ぎ
出
し
仕
上
げ

で
す
。
ま
た
、
支
柱
に
は
２
枚
の
レ
リ
ー
フ

が
あ
り
、
上
の
も
の
は
４
人
の
子
ど
も
た
ち

が
手
を
つ
な
い
で
い
る
姿
、
下
の
も
の
は
天

使
に
似
た
二
人
の
子
ど
も
が
彫
ら
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
階
段
は
後
に
付
け
替
え
ら
れ
た

も
の
で
す
。

川
南
公
園
は
、
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）

２
月
11
日
に
開
園
し
た
復
興
小
公
園
で
す
。

当
時
の
図
面
を
見
る
と
、
広
場
が
大
部
分
を

占
め
て
い
ま
す
が
、
西
側
に
は
滑
台
を
は
じ

め
ブ
ラ
ン
コ
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、
砂
場
が

あ
っ
て
、
児
童
の
遊
び
場
所
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
遊
具
の
う
ち
、
滑
台
の
み
が

現
存
し
て
い
て
、
そ
の
位
置
も
当
初
か
ら
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
滑
台
が
現
存
す

る
小
公
園
は
、
他
に
は
元
町
公
園
（
文
京
区
）

の
み
で
す
。で
す
か
ら
、

川
南
公
園
の
滑
台
は
、

昭
和
初
期
の
遊
具
の
現

存
例
と
し
て
貴
重
な
文

化
財
と
い
え
ま
す
。

な
お
、
滑
台
の
詳
細

は
本
紙
№
３
０
６
で
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
新
登
録
文
化
財

【
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）】

壁へ
き

泉せ
ん�

白
河
４
―
３
―
27　

区
立
元
加
賀
公
園

こ
の
壁
泉
は
、
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）

８
月
31
日
に
開
園
し
た
元
加
賀
公
園
の
西
端

に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
総
高
３
・
２
ｍ
、

最
大
幅
５
・
12
ｍ
、
奥
の
壁
に
設
け
ら
れ
た

水
鉢
状
の
噴ふ

ん

水す
い

口こ
う

か
ら
水
が
噴
き
出
し
、
手

前
の
池
に
貯
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
初

の
姿
を
よ
く
残
し
て
い
ま
す
。

元
加
賀
公
園
は
、
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）

に
起
き
た
関
東
大
震
災
後
の
復ふ

っ

興こ
う

事
業
で
、

小
学
校
に
隣
接
し
て
設
け
ら
れ
た
小
公
園
52

か
所
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。
元
加
賀
小
に
隣

接
す
る
元
加
賀
公
園
は
、
西
側
は
広
場
、
東

側
は
児
童
遊ゆ

う

戯ぎ

場じ
ょ
うと
さ
れ
、
そ
の
境
に
あ
る

藤
棚
を
備
え
た
休
憩
場
と
対
に
な
る
よ
う
に
、

広
場
を
は
さ
ん
で
壁
泉
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

江
東
区
域
の
小
公
園
７
か
所
の
う
ち
、
他

に
壁
泉
が
設
け
ら
れ
た
の
は
東
陽
公
園
（
東

陽
３
）
で
し
た
。
そ
し
て
、
壁
泉
が
現
存
す

る
小
公
園
は
、
他
に
元
町
公
園
（
文
京
区
）

の
み
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の

壁
泉
は
復
興
小

公
園
の
姿
を
今

に
伝
え
る
貴
重

な
文
化
財
と
い

え
ま
す
。

【
有
形
民
俗
文
化
財
】

海の

苔り

生せ
い

産さ
ん

用よ
う

具ぐ

及お
よ
び
関か
ん

連れ
ん

資し

料り
ょ
う

　
　
　
　
　

東
陽
４
―
11
―
28　

江
東
区

本
資
料
群
は
、
平
成
30
年
（
２
０
１
８
）

に
登
録
し
た
35
点
に
、
あ
ら
た
に
10
点
の
関

連
資
料
を
追
加
登
録
し
た
も
の
で
す
。
そ
の

結
果
、
点
数
は
45
点
と
な
り
ま
し
た
。

江
東
区
の
海
苔
生
産
は
、
明
治
10
年

（
１
８
７
７
）代
に
始
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

昭
和
37
年
（
１
９
６
２
）
12
月
に
漁
業
権
を

放ほ
う

棄き

す
る
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
追
加
登
録
さ
れ
た
の
は
、
ヒ
ラ
バ

コ
（
平
箱
）
３
点
、
帳
簿
（「
海の

り

の
苔
之
通か

よ
い」）

１
点
、
賞
状
類
６
点
で
す
。

ヒ
ラ
バ
コ
は
、
乾ほ

し

海の

苔り

を
問
屋
に
運
ぶ
際

に
使
用
し
た
木
製
の
箱
で
す
。
お
お
よ
そ
の

寸
法
は
幅
86
㎝
、
奥
行
44
㎝
、
高
さ
25
㎝
で

す
。
側
面
に
は

「
乾
海
苔
」
と

大
書
さ
れ
て
い

ま
す
。
寄
贈
者

の
お
話
に
よ
る

と
、
昭
和
16
年

頃
に
南
砂
か
ら

移
転
し
た
と
の

こ
と
で
す
の

で
、
そ
れ
以
前

に
使
用
さ
れ
て

い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

「
海
苔
之
通
」

は
、
乾
海
苔
を
問

屋
に
納
め
た
こ
と

を
記
録
し
た
帳
簿

で
す
。
寸
法
は
縦

15
・
８
㎝
、
横

11
・
７
㎝
、
表
紙

に
は
「
大
正 

年 

月 

日
／
海
苔
之

通
／
山
形
屋
惣

八
（
朱
印
）」
と

あ
り
ま
す
。
山
形

屋
と
は
日
本
橋
の

海
苔
問
屋
の
こ
と

で
す
。
帳
簿
に

は
、
大
正
13
年

（
１
９
２
４
）
１
月

分
か
ら
３
月
分
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

賞
状
類
６
点
は
、
昭
和
29
年
度
か
ら
33
年

度
ま
で
の
江
東
区
海
苔
品
評
会
に
関
わ
る
も

の
で
す
。
区
内
生
産
の
海
苔
品
評
会
は
、
昭

和
29
年
２
月
13
日
に
、
区
内
の
深
川
浦
漁
業

協
同
組
合
と
城
東
漁
業
協
同
組
合
の
協
力
で

実
施
さ
れ
た
こ
と
が
し
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
海
苔
之
通
」
と
賞
状
類
は
、
南
砂
に
お

住
ま
い
の
方
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。な

お
、
前
回
登
録
し
た
35
点
に
つ
い
て
は
、

本
紙
№
２
８
５
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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令
和
7
年
度
新
指
定
文
化
財

【
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）】

新
大
橋
親
柱

　
　

新
大
橋
１
―
２　

新
大
橋
東
詰
公
園

現
在
、
新
大
橋
東
詰
公
園
に
は
、
明
治
45
年

（
１
９
１
２
）、
東
京
市
に
よ
り
鋼こ

う

鉄て
つ

橋き
ょ
うへ

の

架か

け
替か

え
が
な
さ
れ
た
際
に
建け

ん

造ぞ
う

さ
れ
た

「
親お

や

柱ば
し
ら」

が
現
存
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

新
大
橋
は
、元げ

ん

禄ろ
く

６
年（
１
６
９
３
）12
月
、

隅
田
川
に
架
か
る
三
番
目
の
橋
（
千
住
大
橋
、

両
国
橋
に
続
く
）
と
し
て
創そ

う

架か

さ
れ
た
橋
で

す
。
松
尾
芭
蕉
が
「
あ
り
が
た
や
い
た
だ
い

て
踏ふ

む
は
し
の
霜し

も

」
と
詠よ

み
、
さ
ら
に
、
歌

川
広
重
の
「
名
所
江
戸
百
景�

大
は
し
あ
た
け

の
夕
立
」、「
新
大
橋
三み

つ

派ま
た

」（『
江
戸
名
所
図

会
』）
な
ど
の
浮
世
絵
や
地
誌
に
も
描
か
れ

る
な
ど
、
江
戸
市
中
と
深
川
を
往お

う

来ら
い

す
る
橋

と
し
て
重

ち
ょ
う

宝ほ
う

さ
れ
、
か
つ
江
戸
の
名
所
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
地
に
移
っ
た
の
は
現
新
大
橋
の
先
代

の
橋
か
ら
で
、
明
治
45
年
に
鋼
鉄
橋
に
架
け

替
え
ら
れ
た
時
で
す
。
こ
の
橋
で
は
、
床

し
ょ
う

版ば
ん

が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
舗ほ

装そ
う

さ
れ
て

お
り
、
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
の
関
東
大

震
災
に
際
し
て
は
、
床
版
が
焼
け
落
ち
ず
、

同
橋
を
渡
っ
て
人
々
が
避
難
で
き
た
こ
と
か

ら
、
近き

ん

隣り
ん

住
民
よ
り
「
お
助た

す

け
橋
」
と
称

し
ょ
う

賛さ
ん

さ
れ
ま
し
た
。

親
柱
の
尖せ

ん

塔と
う

部
分
は
新
古
典
主
義
様
式
の

オ
ベ
リ
ス
ク
状
と
な
っ
て
お
り
、
照
明
の
支し

柱ち
ゅ
うは
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
調
の
唐か

ら

草く
さ

文も
ん

様よ
う

で
当

時
の
建
築
・
芸
術
の
潮

ち
ょ
う

流り
ゅ
うが

反
映
さ
れ
た
意い

匠し
ょ
うと

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
心
部
分
は

「
こ
ぶ
出だ

し
仕し

上あ

げ
」
と
な
っ
て
い
る
な
ど

当
時
の
工
法
を
伝
え
て
お
り
、
明
治
期
の
建

造
物
と
し
て
貴
重
な
文
化
財
と
い
え
ま
す
。

建
造
当
時
の

親
柱
の
写
真
２

を
見
る
と
、
照

明
の
カ
バ
ー
は

現
在
の
も
の
と

形け
い

状じ
ょ
うが
異
な
っ

写真１　新大橋親柱（江東区）

写
真
３  

「
旧
新
大
橋
」（『
江
東
の
い
ま
む
か
し
』）よ
り
一
部
加
工

て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま

す
。
い
つ
替

え
ら
れ
た
の

か
は
史
料
が

な
く
確
認
で

き
ま
せ
ん

が
、
昭
和
30

年
代
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
３
で
は
、
現
在
と

同
じ
形け

い

態た
い

と
な
っ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

ガ
ス
か
ら
電
気
に
変
わ
っ
た
際
に
替
わ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
新
大
橋
の
遺
物
と
し
て
、
江
東
区

側
の
橋

き
ょ
う

名め
い

板ば
ん

（
区
指
定
有
形
文
化
財
（
歴
史

資
料
）「
新
大
橋
橋
名
板�

３
点�

附
つ
け
た
り

架
橋
工
事

技
師
在
銘
板
」）
が
、
八
名
川
小
学
校
（
新

大
橋
３
）に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す（
写
真
４
）。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

と
こ
ろ
で
、
博
物
館
明
治
村
（
愛
知
県

犬
山
市
）
に
は
、
昭
和
50
年
（
１
９
７
５
）、

現
在
の
中
央
区
日
本
橋
側
に
架
け
ら
れ
て
い

た
１
径
の
半
分
、
約
23
ｍ
の
部
分
（
写
真
５
）

が
、
親
柱
２
基
（
写
真
６
）
と
と
も
に
移い

築ち
く

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
（「
隅
田
川
新
大
橋
」

国
有
形
登
録
文
化
財
）。

『
隅
田
川
新
大
橋
の
保
存
修
理
工
事
』（
博

物
館
明
治
村
）
に
よ
る
と
、
平
成
26
年

（
２
０
１
４
）
に
大
規
模
修
理
を
行
な
っ
た

際
、
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

当
時
は
橋

き
ょ
う

梁り
ょ
う

部
分
が
灰
色
、
手て

摺す
り

が
緑
色
で
塗と

装そ
う

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
復ふ

く

原げ
ん

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
橋
の
両
脇
の
石せ

き

柱ち
ゅ
う、

正
面
鉄て

っ

柱ち
ゅ
うに

備
え
付
け
ら
れ
て
い
た
照
明
器
具
に
つ
い
て

も
、
支
柱
の
金
属
部
分
が
真し

ん

鍮ち
ゅ
う

製
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
明
治
村
の

親
柱
の
電
灯
の
ひ
と
つ
が
修
復
の
た
め
外は

ず

さ

れ
て
い
ま
す
。
博
物
館
明
治
村
建
築
部
部
長

石
川
新
太
郎
氏
の
ご
教

き
ょ
う

示じ

に
よ
る
と
、
カ

バ
ー
は
ガ
ラ
ス
製
で
昭
和
初
期
ぐ
ら
い
の
も

の
と
推す

い

察さ
つ

さ
れ
、
さ
ら
に
配は

い

色し
ょ
くに

つ
い
て
は
、

乳に
ゅ
う

白は
く

色し
ょ
くを

出
す
た
め
に
ガ
ラ
ス
に
何
層
か
塗と

装そ
う

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
の
こ
と

で
す
（
写
真
７
）。
ま
た
、
床
板
も
復
原
さ

れ
て
お
り
（
写
真
５
）、
橋

き
ょ
う

柱ち
ゅ
うの

鋼
材
の
塗

装
修し

ゅ
う

復ふ
く

の
際
に
、カ
ー
ネ
ギ
ー
社
の
刻こ

く

印い
ん

（
写

真
８
）
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

大
関
直
人
）

写真２　「改築セル新大橋正面
両端ニ燭火数里ヲ照セル装飾電
灯  明治四十五年七月十九日」
国立国会図書館デジタルコレクション

写真６　新大橋親柱
（博物館明治村）

写真５　新大橋床部分
（博物館明治村）

写真７　ガラスカバー側面
（博物館明治村）

写真８　「CARNEGIE」
（博物館明治村）

写真４　「新大橋橋名板」
（八名川小学校蔵）
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北砂町住宅で撮影された波郷
（石田波郷記念館（砂町文化センター内）所蔵）

令
和
7
年
度
新
登
録
文
化
財

【
無
形
文
化
財
（
生
活
技
術
）】

木も
っ

工こ
う（

桶お
け

）�

保
持
者　

川
又
勝
美

桶
製
作
は
、
水
分
を
吸
う
と
ふ
く
ら
ん
で
合

わ
せ
目
を
き
っ
ち
り
と
閉
じ
る
木
の
性
質
を
い

か
し
、
短
冊
形
の
板
を
円
筒
形
に
な
ら
べ
て
接

合
し
、
こ
れ
を
竹
や
金
属
の
タ
ガ
で
結
ん
で
固

定
し
て
底
板
を
は
め
、
水
を
漏も

ら
さ
ず
に
た
く

わ
え
る
容
器
を
つ
く
る
技
術
で
す
。

板
を
タ
ガ
で
結
ぶ
と
い
う
結ゆ

い

物も
の

技
術
は
、

11
世
紀
後
半
に
北
部
九
州
で
見
ら
れ
る
井
戸

結ゆ
い

筒づ
つ

に
確
認
で
き
ま
す
が
、
底
板
を
は
め
た

結ゆ
い

桶お
け

や
結ゆ

い

樽だ
る

が
全
国
的
に
普
及
す
る
の
は
15

～
16
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。

桶
の
材
料
は
、
お
も
に
樹
齢
３
０
０
年
ほ

ど
の
木
曽
産
の
サ
ワ
ラ
を
用
い
ま
す
。
サ
ワ

ラ
は
、
油
分
が
多
い
の
で
水
や
酸
に
強
い
性

質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
軽
く
、
香
り

も
や
わ
ら
か
い
こ
と
か
ら
、
飯め

し

櫃び
つ

な
ど
食
品

の
容
器
と
し
て
も
使
わ
れ
ま
す
。

桶
の
板
は
、
ク
レ
シ
ゲ
で
柾ま

さ

目め

に
等
分
の

厚
さ
に
割
っ
て
つ
く
り
ま
す
。
柾
目
は
年
輪

が
ま
っ
す
ぐ
に
通
っ
て
い
る
た
め
に
水
分
を

通
し
や
す
く
、
調

湿
効
果
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
変
形
し

に
く
く
、
す
っ
き

り
と
し
た
見
た
目

は
さ
わ
や
か
で
す
。

セ
ン
を
用
い
て

板
の
反そ

り
と
厚
み
を

調
整
し
ま
す
。
こ
の

時
、胸
あ
て
（
ヘ
ソ
）

を
着
け
、
手
前
に
引

く
よ
う
に
し
て
削
り

ま
す
。
板
の
合
わ
せ

目
の
角
度
は
、
カ
マ

と
呼
ぶ
定
規
で
確
認

し
つ
つ
、正
直
台（
カ

ン
ナ
）
で
調
整
し
て

い
き
ま
す
。
セ
ン
・

カ
マ
・
正
直
台
は
結

桶
の
特
徴
的
な
道
具

で
す
。
そ
し
て
、
板

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、

内
と
外
を
カ
ン
ナ
で

な
め
ら
か
に
し
、
底

板
を
は
め
、
タ
ガ
で

締
め
て
仕
上
げ
ま
す
。

川
又
さ
ん
（
昭
和
36
年
生
）
は
、
結
桶
師

の
父
栄
一
さ
ん
（
区
登
録
無
形
文
化
財
保
持

者
）
に
つ
い
て
技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。
川

又
家
は
、
曾
祖
父
の
初
代
が
明
治
中
頃
に
千

田
で
創
業
し
て
以
来
、
川
又
さ
ん
で
４
代
目

と
な
り
ま
す
。
川
又
さ
ん
は
４
代
栄
風
と
号

し
、
そ
れ
ま
で
の
銅
タ
ガ
か
ら
強
度
が
あ
っ

て
錆さ

び
に
く
い
洋
銀
タ
ガ
に
変
え
る
な
ど
、

見
た
目
が
す
っ
き
り
と
し
た
桶
作
り
を
心
が

け
、
お
も
に
お
櫃
や
ワ
イ
ン
ク
ー
ラ
ー
を
製

作
し
て
い
ま
す
。

【
史
跡
】

石い
し

田だ

波は

郷き
ょ
う

宅た
く

跡あ
と�

北
砂
２
―
１
付
近

石
田
波
郷
（
本
名
・
哲て

つ

大お

）
は
昭

し
ょ
う

和わ

期
の
俳

人
で
す
。
俳
句
の
韻い

ん

文ぶ
ん

精
神
と
古
典
を
尊
重
し

つ
つ
、
人
間
の
回
復
を
意
図
す
る
創
作
の
方
向

性
か
ら
、「
人
間
探
求
派
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

大た
い

正し
ょ
う２

年
（
１
９
１
３
）、
愛
媛
県
温
泉
郡

垣は

生ぶ

村む
ら

（
現
・
松
山
市
）
に
生
ま
れ
、
中
学
校

在
学
中
か
ら
俳
句
を
作
り
始
め
て
、
昭
和
５

年
（
１
９
３
０
）
に
水み

ず

原は
ら

秋し
ゅ
う

桜お
う

子し

門
下
の
五い

十か

崎ざ
き

古こ

郷き
ょ
うに
師
事
し
、「
波
郷
」
の
号
を
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
同
７
年
２
月
に
上
京
し
、
同
年
５

月
頃
か
ら
10
月
頃
ま
で
東
京
市
経
営
の
深
川

一
泊
所
に
勤
務
し
、
辞
職
後
は
秋
桜
子
主し

ゅ

宰さ
い

の

『
馬あ

酔し

木び

』
発
行
所
の
事
務
を
手
伝
い
ま
し
た
。

同
12
年
、
俳
誌
『
鶴
』
を
創
刊
し
、
主
宰
と
な

り
ま
す
。
同
17
年
に
結
婚
し
ま
す
が
、
翌
年
召

集
令
状
に
よ
り
陸
軍
へ
入
隊
し
、
中
国
へ
渡
り

ま
す
。
そ
の
後
、
病
の
た
め
野
戦
病
院
へ
収
容

さ
れ
、
同
20
年
１
月
に
日
本
へ
帰
還
し
ま
す
。

数
回
の
転
居
の
後
、
同
21
年
３
月
10
日
に
城

東
区
北
砂
町
１
―
８
０
５
へ
転
居
し
、
義
父

の
家
の
裏
に
建
て
ら
れ
た
小
屋
を
住
ま
い
と

し
ま
し
た
。
同
年
３
月
に
俳
誌
『
鶴
』
を
復

刊
し
、
９
月
に
は
波
郷
宅
を
編
集
部
と
し
て

総
合
俳
誌
『
現
代
俳
句
』
を
創
刊
し
ま
し
た
。

同
23
年
５
月
に
清
瀬
村
（
現
・
清
瀬
市
）
の

国
立
東
京
療
養
所
へ
入
所
し
、
療
養
・
手
術

を
受
け
ま
す
。
同
33
年
３
月
28
日
、
練
馬
区

谷や

原わ
ら

町ち
ょ
うへ

転
居
し
ま
し
た
。

波
郷
が
居
住
し
た
北
砂
町
周
辺
は
、
戦

災
の
多
大
な
被
害
に
よ
っ
て
荒
涼
と
し
て
お

り
、
そ
の
な
か
で
波
郷
は
、
焦
土
に
生
き
る

人
々
や
そ
こ
か
ら
の
復
興
を
俳
句
に
詠
み
、

そ
の
俳
風
は
「
焦

し
ょ
う

土ど

諷ふ
う

詠え
い

」
と
い
わ
れ
ま
し

た
。
闘
病
生
活
の
な
か
で
詠
ん
だ
句
集
『
惜

し
ゃ
く

命み
ょ
う』（

昭
和
25
年
刊
行
）
は
、
療
養
俳
句
の

金き
ん

字じ

塔と
う

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
32
年
３
月
か
ら
同
33
年
２
月
に

か
け
て
、『
読
売
新
聞
』
江
東
版
に
「
江
東

歳
時
記
」
を
連
載
し
ま
し
た
。
江
東
・
墨
田

な
ど
の
江
東
５
区
を
、
波
郷
自
ら
が
取
材
し

て
、
季
節
の
風
物
・
行
事
・
産
業
・
人
物
を

俳
句
と
短
文
で
紹
介
し
、
波
郷
の
撮
影
し
た

写
真
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
文
化
財
の
登
録
対
象
年
代

は
、
原
則
と
し
て
終
戦
ま
で
で
し
た
が
、
国
の

動
向
や
戦
後
80
年
と
い
う
時
間
の
経
過
な
ど

を
考
慮
し
て
、
町
並
み
が
変
貌
し
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
の
昭
和
40
年
（
１
９
６
5
）

頃
ま
で
を
登
録
対
象
年
代
の
目
安
と
し
ま
す
。

クレシゲクレシゲ

カマカマ
ヘ
ソ
ヘ
ソ

セ
ン
セ
ン正

直
台

正
直
台
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文
化
財
説
明
板
の
紹
介

文
化
財
係
で
は
、
江
東
区
登
録
史
跡
や
江

東
区
指
定
文
化
財
の
所
在
地
に
文
化
財
説
明

板
を
設
置
し
、
そ
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
は
、
指
定
文
化
財

「
旧

き
ゅ
う

渋し
ぶ

沢さ
わ

家け

住じ
ゅ
う

宅た
く

」
説
明
板
を
、
潮
見
し
ぶ

さ
わ
公
園
（
潮
見
２
―
８
―
13
）
内
の
南
側

門
扉
付
近
に
新
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
史
跡

「
間ま

宮み
や

林り
ん

蔵ぞ
う

墓は
か

」説
明
板（
平
野
２
―
７
―
８
）

の
内
容
を
一
部
改
め
、
英
文
を
記
載
し
ま
し

た
。

旧
渋
沢
家
住
宅

旧
渋
沢
家
住
宅
は
、
明め

い

治じ

か
ら
昭

し
ょ
う

和わ

に
か

け
て
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

と
そ
の
家
族
が
暮
ら
し
た
住

宅
で
す
。
栄
一
は
明
治
９
年
（
１
８
７
６
）

か
ら
同
21
年
ま
で
深
川
福ふ

く

住ず
み

町ち
ょ
う（

現
・
永
代

２
―
37
）
で

暮
ら
し
、
そ

の
間
に
２
階

建
の
「
表

お
も
て

座ざ

敷し
き

」
を
新
築

し
ま
し
た
。

こ
の
建
物
は

現
在
ま
で
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
は
数
回
の
移
築

と
増
改
築
を
経
て
、
令
和
５
年
（
２
０
２
３
）

７
月
に
潮
見
へ
の
移
築
復
原
が
完
了
し
ま
し

た
（
旧
渋
沢
家
住
宅
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

本
紙
№
２
８
９
及
び
№
３
０
５
を
参
照
）。

潮
見
し
ぶ
さ
わ
公
園
の
開
園
時
間
は
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
で
す
。
そ
れ
以
外
の
時

間
は
閉
門
し
て
い
る
た
め
説
明
板
を
ご
覧
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

│ 

新
刊
案
内 

│

│ 

新
刊
案
内 

│

『
深
川
と
渋
沢
栄
一
』

近
代
日
本
の
産
業
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の

発
展
に
尽
力
し
た
渋
沢
栄
一
は
、
明
治
６
年

に
大お

お

蔵く
ら

省し
ょ
うを

退
官
し
、
同
９
年
か
ら
12
年
間
、

深
川
福
住
町
（
現
・
永
代
２
）
に
居
住
し
、

同
21
年
に
日
本
橋
区
兜か

ぶ
と

町ち
ょ
う（

現
・
中
央
区
）

へ
転
居
し
た
後
も
、
深
川
区
会
議
員
・
議
長

や
深
川
区
教
育
会
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
江

東
区
域
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
ち
つ
づ
け
ま

し
た
。

本
書
は
、
栄
一
が
深
川
福
住
町
邸
に
本
拠

を
お
き
、
三み

田た

綱つ
な

町ま
ち

（
現
・
港
区
）
に
住
宅

が
移
転
す
る
ま
で
の
江
東
区
域
の
歴
史
や
産

業
の
ほ
か
、
栄
一
と
深
川
ゆ
か
り
の
人
々
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
し
た
も
の
で
す
。
明
治
９

～
21
年
に
か
け
て
の
栄
一
と
江
東
区
域
の
様

子
を
年
譜
と
し
て
ま
と
め
、
ま
た
各
論
と
し

て
次
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

■　

栄
一
の
一
族
と
深
川　
　
　
　
　
　
　

■　

栄
一
が
い
た
こ
ろ
の
江
東
区
域　
　
　

■　

栄
一
と
深
川
ゆ
か
り
の
人
々

『
江
東
区
文
化
財
研
究
紀
要
』
第
23
号

江
東
区
の
歴
史
・
文
化
財
の
研
究
や
報
告

を
内
容
と
す
る
雑
誌
で
す
。
今
号
は
「
特
集
・

文
化
財
保
護
の
現
状
と
課
題
」
と
し
て
次
の

論
考
５
本
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■��「
旧
渋
沢
家
住
宅
」の
文
化
財
指
定
に
つい
て

■���

江
東
区
の
無
形
民
俗
文
化
財（
民
俗
芸

能
）の
継
承

　
　

�

―
現
状
と
課
題
―

■��

伝
統
工
芸
技
術
の
公
開
に
つい
て

　
　

�

―
江
東
区
伝
統
工
芸
展
を
中
心
に
―

■��

江
東
区
文
化
財
保
護
推
進
員
講
習
会
に
つい
て

　
　

�

―
文
化
財
保
護
普
及
事
業
の
現
状
―

■��

江
東
区
文
化
財
保
護
推
進
協
力
員
制
度
に
つい
て

［
販
売
場
所
］
江
東
区
役
所
（
東
陽
４
―
11

―
28
、
２
階
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

４
階
文
化
財
係
）、
芭
蕉
記
念
館
（
常
盤
１

―
６
―
３
）、
深
川
江
戸
資
料
館
（
白
河
１

―
３
―
28
）、
中
川
船
番
所
資
料
館
（
大
島

９
―
１
―
15
）、
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
（
門

前
仲
町
１
―
19
―
15
）
※
紀
要
除
く

［
郵
送
購
入
］
文
化
財
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

を
。
電
話
：
０
３
（
３
６
４
７
）
９
８
１
９

A4判　84頁　価格800円

B5判　64頁　価格500円

「旧渋沢家住宅」説明板 「間宮林蔵墓」説明板
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漢
学
者
信
夫
恕
軒
の
残
し
た
碑
文

『
恕
軒
遺
稿
』
は
、
明
治
期
に
活
躍
し
た

漢
学
者
信
夫
恕
軒
の
著
作
な
ど
を
次
男
の
信

夫
淳
平
が
ま
と
め
た
も
の
で
、
大
正
７
年

（
１
９
１
８
）
に
上
下
巻
２
冊
で
刊
行
さ
れ

ま
し
た
。
下
巻
に
は
恕
軒
が
記
し
た
碑
文
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
瞽こ

し

者や

忍
田

清
宝
碑
銘
」
と
い
う
碑
文
が
あ
り
ま
す
。
今

回
は
、
こ
の
忍
田
清
宝
な
る
人
物
に
つ
い
て

紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

碑
文
に
は
、
忍
田
清
宝
は
天
保
11
年

（
１
８
４
０
）
６
月
２
日
に
誕
生
し
、
明

治
21
年
（
１
８
８
８
）
９
月
３
日
に
49

歳
で
死
去
、
深
川
心
行
寺
に
葬
ら
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
彼

の
来
歴
を
調
べ
て
み
る
と
、
茨
城
県
坂

東
市
に
あ
る
坂
東
郷
土
館
ミ
ュ
ー
ズ
の

常
設
展
示
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
展
示
に
よ

れ
ば
、猿
島
郡
山
村（
現
茨
城
県
坂
東
市
）

出
身
の
清
宝
は
、
目
が
不
自
由
な
が
ら

独
自
で
「
凸
凹
文
字
」
を
発
明
し
た
と

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
施

設
に
は
清
宝
の
実
家
で
あ
る
忍
田
家
の

古
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
彼
に
関

す
る
史
料
も
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
か

ら
は
、
そ
の
史
料
な
ど
を
も
と
に
、
清
宝
の

来
歴
を
追
い
か
け
て
い
き
ま
す
。

医
師
忍
田
清
宝
の
経
歴

清
宝
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
彼
の
死
後
に

記
念
碑
を
建
て
る
に
あ
た
り
、「
深
川
仲
町
」

に
住
む
医
師
林
正
城
が
ま
と
め
た
「
経
歴
書
」

に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

５
歳
の
時
に
疱
瘡
に
か
か
っ
て
目
が
不
自
由

と
な
り
、
嘉
永
２
年
（
１
８
４
９
）
に
江
戸

へ
出
て
重
富
検
校
の
も
と
で
鍼
灸
を
学
ん
だ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
富
検
校
は
、
深
川
熊

井
町
に
住
み
、
金
貸
し
な
ど
も
行
っ
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
（『
下
妻
市
史
料
井

上
下
妻
藩
関
係
』12
、１
９
９
７
）。
し
た
が
っ

て
、
清
宝
も
深
川
に
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

安
政
２
年
（
１
８
５
５
）
に
は
勾
当
職
と
な

る
も
の
の
、
検
校
職
に
な
る
こ
と
は
辞
退
し

ま
し
た
。
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）、
早
矢

仕
有
的
の
元
で
医
学
を
学
ん
だ
と
あ
り
、
そ

の
後
医
者
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
よ
う

で
す
。
目
が
不
自
由
な
た
め
、
自
身
の
た
め

に
木
片
に
母
音
・
子
音
な
ど
を
刻
ん
だ
道
具

を
使
い
、
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
あ
て
て
い
ま
し
た
。

清
宝
考
案
の
「
凸
凹
」
文
字

そ
し
て
、
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
に

独
自
で
考
案
し
た
凸
凹
文
字
を
用
い
、
目
の

不
自
由
な
人
に
学
問
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
裏
付
け
る

史
料
が
、
忍
田
家
文
書
の
中
に
残
さ
れ
て
お

り
、
願
書
の
写
し
と
と
も
に
「
頭
字
拾
二
韻

之
図
」
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
25
年

（
１
８
９
２
）
刊
行
の
『
本
朝
瞽
人
伝
』
拾

遺
に
清
宝
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、「
明

治
ノ
初
堅
楮
（
ア
ツ
ガ
ミ
）
ヲ
以
テ
牌
子
（
コ

フ
ダ
）
ヲ
製
シ
其
四
隅
ヲ
截
リ
各
形
面
ヲ
異

ニ
シ
国
字
ヲ
書
シ
テ
以
テ
記
号
」
と
し
た
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
紙
製
の
も
の
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。「
経
歴
書
」
で
は
、
東
京
府

庁
に
出
願
し
た
も
の
の
「
時
勢
至
ラ
ズ
シ
テ

官
之
ヲ
許
サ
ズ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
明
治
９

年
（
１
８
７
６
）
１
月
24
日
付
の
『
朝
野
新

聞
』、
翌
25
日
付
の
『
東
京
曙
新
聞
』
で
清

宝
が
こ
の
凸
凹
文
字
で
目
が
不
自
由
な
人
を

教
え
て
い
る
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
複
数
の
新
聞
社

が
取
り
上
げ
た
の
は
、
清
宝
自
身
か
そ
の
協

力
者
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
現
在
の
点
字
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

ル
イ
・
ブ
ラ
イ
ユ
が
生
み
出
し
た
６
点
点
字

を
元
に
し
て
、
同
23
年
に
石
川
倉
次
が
考
案

し
た
も
の
で
す
。

忍
田
清
宝
の「
凸
凹
」文
字 

〜
幕
末
・
明
治
を
生
き
た
視
覚
障
が
い
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　経
歴
書
か
ら
〜

忍
田
清
宝
の「
凸
凹
」文
字 

〜
幕
末
・
明
治
を
生
き
た
視
覚
障
が
い
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　経
歴
書
か
ら
〜

江
東
歴
史
紀
行

江
東
歴
史
紀
行

忍
田
清
宝
の
「
凸
凹
」
文
字 

～
幕
末
・
明
治
を
生
き
た
視
覚
障
が
い
者
の

経
歴
書
か
ら
～

図1　「頭字十二韻之図」
（坂東郷土館ミューズ所蔵）
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医
師
廃
業
と
そ
の
後

「
経
歴
書
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
11
年

（
１
８
７
８
）
８
月
、「
政
府
ヨ
リ
瞽
者
ノ
医

業
ヲ
禁
止
」
さ
れ
た
こ
と
か
ら
深
川
松
村
町

に
転
居
し
、
医
業
を
辞
め
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
明
治
８
年
２
月
に
開
業
医

師
学
術
試
験
法
、
同
12
月
に
は
薬
舗
開
業
試

験
法
が
東
京
・
大
阪
・
京
都
の
三
府
に
施
行

さ
れ
、
同
11
年
ま
で
に
は
全
国
に
広
が
っ
た

こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
同
10

年
８
月
に
親
戚
や
友
人
た
ち
に
宛
て
て
記
さ

れ
た
「
資
本
金
講
取
建
願
書
」
に
よ
れ
ば
、

政
府
か
ら
医
師
免
状
を
返
還
す
る
よ
う
に
命

じ
ら
れ
医
業
を
廃
止
さ
れ
、
目
が
不
自
由
な

た
め
薬
剤
の
取
り
扱
い
が
危
険
で
あ
る
と
い

う
理
由
か
ら
生
業
を
失
う
た
め
、
他
の
仕
事

を
行
う
た
め
の
資
金
を
募
り
た
い
と
い
う
も

の
で
し
た
。
ま
た
、
同
年
10
月
26
日
に
実
家

に
宛
て
た
手
紙
で
も
、
今
度
文
部
省
で
行
わ

れ
る
「
医
道
試
験
」
に
つ
い
て
、「
愚
公
按

ス
ル
ニ
盲
目
に
て
は
医
道
試
験
難
成
候
間
既

に
廃
業
と
も
相
成
候
哉
」
と
嘆
じ
、
借
金
の

依
頼
を
し
て
い
ま
す
。

忍
田
家
文
書
に
残
さ
れ
た
清
宝
が
送
っ
た

書
簡
類
を
見
る
と
、
明
治
11
年
９
月
16
日
付

書
簡
ま
で
は
深
川
諸
町
３
番
地
、
翌
12
年
３

月
23
日
付
書
簡
か
ら
は
深
川
区
松
村
町
５
番

地
（
現
福
住
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
経
歴
書
」
の
と
お
り
、
医
業
廃
止
後
に
松

村
町
へ
転
居
し
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
そ
の

後
、
し
ば
し
ば
本
家
か
ら
ま
と
ま
っ
た
金
額

を
借
用
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
生
活
に
は
苦

労
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
明
治
13
年
６
月
１

日
、
深
川
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
こ
と
が
わ

か
る
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。「
経
歴
書
」

で
は
下
総
国
結
城
郡
平
塚
村
（
茨
城
県
坂
東

市
）
の
諏
訪
傳
左
衞
門
次
女
き
た
と
結
婚
し
、

二
男
一
女
が
う
ま
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
同
17
年
に
病
気
と
な
り
、

手
を
尽
く
し
た
も
の
の
同
21
年
９
月
３
日
、

49
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。「
家
ニ
没
ス
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
深
川
松
村
町

の
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

忍
田
家
文
書
に
残
る
清
宝
の
書
簡
も
字
が
乱

れ
が
ち
で
あ
っ
た
り
、
代
筆
の
も
の
も
あ
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

清
宝
家
の
そ
の
後

清
宝
の
子
供
で
あ
っ
た
忍
田
熟
は
、
明
治

29
年
刊
行
の
『
日
本
紳
士
録
』
第
３
版
な
ど

に
名
前
が
掲
載
さ
れ
、
住
所
も
深
川
区
松
村

町
５
番
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
職

業
な
ど
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
の
よ
う
に

し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
の
か
は
不
明
で

す
。
現
在
、
心
行
寺
に
は
墓
も
記
念
碑
も
残

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
関
東
大
震
災
や

空
襲
な
ど
で
被
災
し
て
、
現
存
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
深

川
の
様
相
は
、
史
料
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て

い
な
い
た
め
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
が

実
情
で
す
。
今
回
取
り
上
げ
た
忍
田
清
宝
は
、

令
和
２
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
た
渋
沢
栄
一
に

関
す
る
調
査
を
進
め
て
い
く
中
で
、
探
し
当

て
た
も
の
で
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
に
さ
ま

ざ
ま
な
人
物
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
、
深
川

の
歴
史
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

原
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
坂
東
郷
土
館

ミ
ュ
ー
ズ
、
心
行
寺
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。（
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
管
理
事
務
所

副
所
長　

龍
澤 

潤
）

図２　「凸凹」文字の模型（坂東郷土館ミューズ所蔵）
模型制作協力：（株）トリアド工房

図３　忍田清宝記念碑雛形
（坂東郷土館ミューズ所蔵）
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を
見
る
と
文
化
財
に
は
広
い
意
味
で
の
文
化

財
（
図
１
①
）
と
狭せ

ま

い
意
味
（
図
１
②
）
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
私
た
ち

の
祖そ

先せ
ん

は
多
く
の
も
の
を
産う

み
出だ

し
て
き
ま

し
た
。
広
い
意
味
で
と
ら
え
る
と
、
私
た
ち

の
身み

の
回ま

わ

り
に
あ
る
も
の
全す

べ

て
が
文
化
財
と

な
る
の
で
す
。

私
た
ち
が
普ふ

段だ
ん

見み

慣な

れ
、
当
然
の
よ
う
に

扱あ
つ
か

っ
て
い
る
も
の
も
、
長
い
年
月
を
経へ

れ
ば
、

今
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
時
代
の
歴
史
や
文

化
を
知
る
た
め
の
貴き

重ち
ょ
うな

文
化
財
と
な
る
の

で
す
。
例
え
ば
、
江
戸
時
代
に
使
わ
れ
て
い

た
食
器
な
ど
か
ら
は
当
時
の
人
々
の
食
生
活

や
食
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
文
化
財
は
地ち

域い
き

の
歴
史
や
文
化
を
正

し
く
理
解
し
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
豊
か

に
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
共

き
ょ
う

有ゆ
う

の
財ざ

い

産さ
ん

な

の
で
す
。現

在
の
江
東
区
は
、
大た

い

正し
ょ
う

12
年

（
１
９
２
３
）
の
関
東
大だ

い

震し
ん

災さ
い

、
昭
和

20
年
（
１
９
４
５
）
の
東
京
大
空
襲

で
多
く
の
文
化
財
が
焼

し
ょ
う

失し
つ

し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
石
碑
な
ど
の
焼や

け
残の

こ

っ
た
文

化
財
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
地
域
（
江

東
区
）
の
歴
史
や
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

狭
い
意
味
で
の
文
化
財

図
２
中
に
あ
る
「
国こ

く

宝ほ
う

」
や
「
重
要
文
化

財
」、
さ
ら
に
、「
指し

定て
い

文
化
財
」、「
登と

う

録ろ
く

文

化
財
」
な
ど
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。
こ
れ
ら
は
国
や
自じ

治ち

体た
い（

都

道
府
県
、市
区
町
村
）
が
、文
化
財
（
図
１
①
）

の
う
ち
、
特
に
歴
史
・
文
化
的
に
重
要
な
価

値
が
あ
る
と
認
め
た
も
の
の
こ
と
を
指さ

し
示し

め

し
て
言
う
用よ

う

語ご

で
す
。

江
東
区
で
は
、
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
）

に
条

じ
ょ
う

例れ
い

（
区
が
作
っ
た
法
律
）
を
定さ

だ

め
て
、

こ
こ
で
の
決き

ま
り
事ご

と

に
基も

と

づ
い
て
、
広
い
意

味
の
文
化
財
の
中
か
ら
特
に
区
に
と
っ
て
重

要
な
も
の
を
「
登
録
文
化
財
」
や
「
指
定
文

化
財
」に
登
録
・
指
定
し
て
保ほ

護ご

し
て
い
ま
す
。

区
で
は
震
災
や
戦
災
で
多
く
の
文
化
財
が

失う
し
なわ

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
残
っ

て
い
る
文
化
財
を
ひ
と
つ
で
も
多
く
守
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
目も

く

的て
き

か
ら
、
区
の
文
化
財

専せ
ん

門も
ん

員い
ん

が
候こ

う

補ほ

と
な
る
文
化
財
を
調

ち
ょ
う

査さ

し
登
録
・
指
定
し
て
い
ま
す
。

文
化
財
が
登
録
・
指
定
さ
れ
る
ま
で

文
化
財
専
門
員
は
、
歴
史
学
・
民
俗

学
な
ど
の
専
門
知
識
・
技
術
を
修お

さ

め
た

者
で
、
こ
れ
ら
の
知
識
を
活い

か
し
て
区

の
文
化
財
を
調
査
し
研
究
を
行
っ
て
い

「
文
化
財
」
っ
て
な
ぁ
に
？

み
な
さ
ん
、「
文ぶ

ん

化か

財ざ
い

」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
普ふ

段だ
ん

の
生

活
の
中
で
は
余あ

ま

り
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
古
く
大た

い

切せ
つ

な
も
の
と
い
う

こ
と
は
何な

ん

と
な
く
感か

ん

じ
取と

っ
て
く
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、や
さ
し
く「
文
化
財
」

と
い
う
言
葉
が
も
つ
意
味
や
種
類
な
ど
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
の
住す

む
家
の
周ま

わ

り
や
通
学
路ろ

で
、
昔
の
人
々
が
つ
く
っ
た
石せ

き

碑ひ

や
建
物
な

ど
を
見
か
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
中
に

は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
詳く

わ

し
く
説せ

つ

明め
い

さ
れ
た
文

章
が
記
さ
れ
て
い
る
「
説
明
板ば

ん

」
が
建
て
ら

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
図
１
は
、
文

化
財
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
れ

ま
す
。
調
査
結け

っ

果か

は
、
大
学
教き

ょ
う

授じ
ゅ

な
ど
の
研

究
者
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
構
成
さ
れ
て
い
る
文

化
財
保ほ

護ご

審し
ん

議ぎ

会か
い

で
、
対
象
と
な
る
文
化
財

が
登
録
・
指
定
文
化
財
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

か
ど
う
か
の
審し

ん

査さ

を
行
い
ま
す
。

こ
こ
で
認み

と

め
ら
れ
た
文
化
財
は
、
最
終
的

に
江
東
区
教
育
委
員
会
が
決
定
し
、
区
民
に

知
ら
せ
る
こ
と
で
登
録
・
指
定
文
化
財
と
し

て
広
く
知
ら
さ
れ
ま
す
（
告こ

く

示じ

）。

文
化
財
を
守
る
大
切
さ

高こ
う

度ど

経け
い

済ざ
い

成せ
い

長ち
ょ
う

期き

（
１
９
５
５
年
～
７
３

年
頃
）、
日
本
は
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
経
済
が
発は

っ

展て
ん

し
ま

し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
人
々
の
生
活
も
大

き
く
変へ

ん

化か

し
考
え
方
も
経
済
優ゆ

う

先せ
ん

に
な
り
が

ち
で
し
た
。
特
に
都
会
で
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
（
１
９
６
４
年
）
や
大
阪
で
開か

い

催さ
い

さ

れ
た
日
本
万ば

ん

国こ
く

博は
く

覧ら
ん

会か
い

（
１
９
７
０
年
）
な

ど
に
と
も
な
い
土
地
の
開
発
が
行
わ
れ
、
建け

ん

設せ
つ

ラ
ッ
シ
ュ
が
起お

こ
り
地
中
に
埋う

も
れ
て
い

る
遺い

跡せ
き

や
こ
れ
に
関
係
す
る
文
化
財
（
遺い

物ぶ
つ

）
が
多
く
失
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
は
、
形
の
あ
る
（
有ゆ

う

形け
い

）
文

化
財
だ
け
で
は
な
く
、
形
の
無
い
（
無む

形け
い

）

文
化
財
も
失
わ
れ
ま
し
た
。
文
化
財
は
私
た

ち
（
人
類
）
共
有
の
財
産
で
す
。
特
に
、
地

域
に
身
近
に
あ
る
文
化
財
（
登
録
・
指
定
さ

れ
て
い
な
い
も
の
も
含ふ

く

め
て
）
を
地
域
の

人
々
自み

ず
か

ら
が
大
切
に
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
。（

文
化
財
専
門
員　

大
関
直
人
）

図1

図2

・登録文化財・
区の法律で、歴史上・学術上・芸術上
価値があると認められたもの

登録文化財のうち区にとって
重要なもの

・指定文化財・

① 広い意味での文化財
文化的な活動をする中で産み出してきたもの

② 狭い意味での文化財

国指定文化財
（重要文化財→国宝）

⬆
国登録文化財

都指定文化財
⬆

都登録文化財

区指定文化財

⬆
区登録文化財


